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成果で、巻末に別刷りを添付してあります。)
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動性神経細胞の分布と投射

金子武柄、藤山文乃、日置寛之:ラット脳における Vesicularglutamate 

transporterの候補の分布を免疫組織化学的に研究する

藤山文乃、古田 貴寛、金子武嗣:大脳皮質におけるシナフ。ス小胞性グルタミ

ン酸トランスボーターの候補の光顕および電顕的免疫組織学的研究

日置寛之、藤山文乃、金子武嗣:小脳皮質におけるVesicularglutamate 

transporterの候補の分布

シ ; 中村公一、金子武嗣、玉巻伸章:捕手し類胎児脳におけるMicrotuble開 Associated

Protein 2 (MAP2)新規エキソン5Aの発現

坂田秀三、木津川尚史、金子武嗣、山森哲雄、棲井芳雄:刺激の行動的

意味に依存したラット感覚野におけるFosの発現は興奮性細胞に選択的である

古 田貴 寛、富岡良平、瀧公介、中村公一、玉巻伸章、金子武嗣:遺伝

子組替えシンドビスウイルスを用いた生体内中枢神経における形質導入:H莫移

行性蛍光蛋白による樹状突起および、軸索のゴルジ染色様標識

川原田宗 市、山口朋美、野島浩 史 、 金 子 武 婦 、 倉 石 泰 : ラ ッ ト 巨 大 細 胞

網様核における侵害性刺激下のmlトオピオイドペプチド受容体の内部移行

中村和弘、 松 村 潔 、 金 子 武 嗣、小林茂夫、根岸学:脳内プロスタグラン

ジンE2は淡蒼縫線核を介して褐色脂肪組織熱産生を引き起こす

第77回日本解剖学会近畿支部学術集会 2001年12月1日 大阪

藤山 文乃、日置寛之、金子武嗣:2種類のシナフ。ス小胞性グルタミン酸トラン

スポーター (VGluT，DNPI) の光顕および電顕的免疫組織分布の検討



第107回日本解剖学会 2002年3月29日---31白 浜松

玉巻伸章、中村公一、金子武嗣:神経幹細胞細胞分裂時の形態とその意義

日置寛之、藤山文乃、岡本敬子、金子武嗣:小脳皮質におけるシナプス小

胞性グルタミン酸トランスポーターの分布

古田貴寛、周 里銅、金子武嗣:マイネルトの基底核におけるNK3受容体発現

神経細胞の化学的性質と投射線維連絡

藤山 文乃、日置寛之、金子武嗣:ラットの網膜からの投射路におけるシナフ

ス小胞性グルタミン酸トランスポーターの免疫組織学的検討

瀧公介、玉巻伸章、金子武嗣:大脳新皮質におけるカルレチニン免疫活性細

胞の化学的性質の化学的性質の生後発生過程での変化

第25四日本神経科学学会 2002年7月7---9日 東京

竹川高志、青柳富誌生、金子武嗣、深井朋樹

γ周波数帯での同期振動の生成とイオンチャネルおよび、ネットワーク構造

古田 貴寛、周 里鋼、金子武嗣:マイネルトの基底核に存在するNK3受容体発

現細胞の化学的性質と線維連絡についての研究

藤山 文乃、日置寛之、金子武嗣:ラットの網膜からの投射路におけるシナフ

ス小胞性グルタミン駿トランスポーターの免疫組織学的検討

玉巻伸章、中村公一、金子武嗣:大脳皮質神経幹細胞の増殖と神経細胞の放

射状線維の関係

佐野裕美、八十島安伸、松下夏樹、金子武嗣、 PastanIra、小林和人:線

条体ー淡蒼球投射ニューロンを介する大脳基底核機能の双方向性制御

坂田秀三、木津川尚史、金子武嗣、山森哲雄、楼井芳雄:感覚情報の選

択に関わる細胞種特異的な神経活動の変化:中継核と連合野における神経活動

の解析

The 12th Keio UniversiηInternational Symposium for Life Science αnd Medicine-The Neur，αl 

Basis ofEαrly Vision-， September 2-4， 2002， Tokyo， J apan 

T Kaneko: Local circuit in the cerebral cortex 

第25四 日本分子生物学会年会

2002年12月11日---14日

Kouichi Nakamur孔 KazuhiroNakamura， Kouhei Kometani， Yuchio Yanagawa， Takuji 

Iwasato， Kunihiko Obata， Takeshi Kaneko， Nobuaki Tamamaki: Progenitors of the 

neocortical GABAergic neurons: their origin and proliferation in the parenchyma of the 



武嗣:大脳皮質に分布

developing murine neocortex 

第108四日本解剖学会 2003年4月1日"""""3日 福岡

玉巻伸章、中村公一、中村和 弘 、 岩 里 琢 治 、 金 子

する大脳基底核原基由来細胞の標識

富岡良平、中村公一、古田貴寛、柳川右千夫、小幡邦彦、金子武嗣、

玉巻 伸章:領域を越えて投射する大脳皮質白質層内GABA作動性神経細胞の

分布と形態

藤山文乃、岡本敬子、古田貴寛、玉巻伸章、金子武嗣:大脳基底核にお

けるシナプス小胞性グルタミン酸トランスポーターの解析

中村公一、中村和弘、米谷耕平、柳川右千夫、岩盟琢治、小幡邦彦、

港長博、金子武嗣、玉巻伸章:大脳基底核原基に由来する新皮質GABA

作動性ニューロンの前駆細胞は発生過程のマウス新皮質実質内で増殖する

第26回日本神経科学学会 2003年7月23"""""25日 名古屋

冨岡良平、柳川右千夫、小幡邦彦、岩盟琢治、金子武嗣、玉巻伸章:

大脳皮質の領域を越えて投射するソマトスタチン陽性GABA作動性神経細胞

古田貴寛、古谷野好、大森治紀、金子武嗣:大脳基底部から大脳皮質へ投

射繊維を送るNK3受容体発現細胞についての研究

藤山文乃、倉本恵梨子、岡本敬子、古田貴寛、金子武嗣:ラット線条体

における大脳皮質および視床由来のグルタミン酸入力とグルタミン酸レセプター

との関係

中村和弘、中村公一、米谷耕平、柳川右千夫、小幡邦彦、湊長博、金

子武 嗣、玉巻伸章 GABAergicneuron progenitor in the subependymal layer of 

the mouse neocortex 

中村公一、中村和弘、米谷耕平、柳川右千夫、岩里琢治、小幡邦彦、

湊長博、金子武嗣、玉巻伸章:大脳基底核原基から新皮質への新皮質

GABA作動性ニューロン前駆細胞の移入

勝昔、 王 文 、 王 亜 雲 、 李雲慶、金子武嗣:5在日Areceptor is involved in 

the mediation of bee venom induced inflammatory pain 

里鋼、古田貴寛、金子武嗣:側坐核のcellclustersおよび、latemalstripe of the 

striatumに存在するNeuronkininB生産ニューロンの投射についての研究

日置寛之、藤山文乃、古田貴寛、金子武嗣:ラット大脳皮質における

VGL目 3の免疫組織化学的解析

龍美、金子武嗣 Intra四 andjuxtacolumnar output of pyramidal neurons to 

corticoapinal neurons 
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第76四日本生化学会大会 2003年10月15日---18日 横浜

シンポジウムー グルタミン酸シグナリングの新展開:小胞型グルタミン酸輸送体の

構造・機能

Takeshi Kaneko: Complementary Distribution of Vesicular Glutamate Transporters in the 

Brain 

SocieかforNeuroscience 33rd Annuαl Meeting November 8-12， 2003， NewOrleans， U.S.A 

Nakamura K， Nakamura K， Kometani K， Yanagawa Y， Iwasato T， Obata K， Minato N， 

Kaneko T， Tamamaki N: IMMIGRATION OF THE PROLIFERATIVE 

PROGENITORS FOR GABAERGIC NEURONS FROM THE GANGLIONIC 

EMINENCE TO THE NEOCORTEX 

Wu SX， Nakamura K， Nakamura K， Kometani K， Minato N， Miyazaki J， Goebbels S， Nave 

KA， Kaneko T， Tamamaki N: PYRAMIDAL NEURON PRODUCTION IN THE 

EXTRA VENTRICULAR ZONE OF THE MOUSE NEOCORTEX 

Tomioka R，Yanagawa Y， Obata K， Iwasato T，Kaneko T，Tamamaki N: SOMATOSTATIN四

POSITlVE GABAERGIC NEURONS PROJECT CORTICO-CORTICALL Y IN THE 

MOUSE CEREBRAL CORTEX. 


